
効率的グラフ.アルゴリズムの

統一的設計理

■課題番号.: 17500002

平成17年度～平成18年度科学研究費補助金
基盤研究(C) ､研究成果報告書

平成19年5月
i

研究代表者　西　関　隆　夫
･(東北大学大学院情報科学研究科　教授)



効率的グラフアルゴリズムの

統一的設計理論に関する研究

課題番号: 17500002

平成17年度～平成18年度科学研究費補助金
基盤研究(C)研究成果報告書

平成19年5月

研究代表者　西　関　隆　夫

(東北大学大学院情報科学研究科　教授)



は　し　が　き

研究代表者　西関　隆夫

･　(東北大学　大学院情報科学研究科)

本研究成果報告書は､平成17年度と18年度に独立行政法人日本学術振興会

より交付された科学研究費補助金･基盤研究(C) ｢効率的グラフアルゴリズムの

統一的設計理論に関する研究｣の研究成果を､国内外において発表してきた研

究論文に基づき取りまとめたものである｡

本研究では､木､直並列グラフ､部分h-木等の構造的グラフに対し､彩色問

題､素な道問題､グラフ描画問題を取り上げ､個々の問題に対して効率のよい

アルゴリズムを設計するばかりでなく､構造的グラフに対する効率的アルゴリ

ズムの統一的設計法の研究開発を行ったo

まず､木に対しては､需要点と供給点があるときの分割問題を解く完全近似

スキームを与えることができた｡

直並列グラフに対しては､リスト全彩色が存在するための十分条件を与える

とともに､その条件を満足する場合にリスト全彩色を線形時間で求めるアルゴ

リズムを開発した｡

次に､部分k一木に対しては､全彩色問題を解く線形時間アルゴリズム､均一

分割問題を解く擬多項式時間アルゴリズム､需要点と供給点のあるグラフの分

割問題を解く擬多項式時間アルゴリズムの開発に成功した｡

また､グラフ描画アルゴリズムでは,直並列グラフの折れ曲り数最少の直交

描画を求める線形アルゴリズムを設計するとともに､グラフの凸描画問題に応

用することができるグラフの分解法も与えた｡

この2年間では､構造的グラフに対する効率的アルゴリズムの統一的設計法

の開発を目指した研究を行い､これまでさまざまな問題に対するより高速なア

ルゴリズムの開発に成功しており､一般の辺素部分グラフ分解問題に対する効

率のよいアルゴリズムの統一的理論構築のために基盤作りに十分な成果をあげ

ることができた｡この研究報告書が､これらの関係分野の研究者に少しでもお

役に立てれば幸いである｡

平成19年5月
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